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1844 ( 弘化元 ) 年 0 歳 丹後國竹野郡間人（たいざ）村（現京都府竹野郡間人町）
の農家松岡亀右衛門の二男として生まれる
1853 ( 嘉永6 ) 年 9 歳 単身京都に出、五条通り五条通菱屋勘七方に身を寄せる
1856 ( 安政3 ) 年 12 歳 大阪天満呉服商綿屋利八に雇われ､太物問屋の商売を学ぶ
1867 ( 慶応3 ) 年 23 歳 独立し、松本重太郎と称す
1870 ( 明治3 ) 年 26 歳 大阪東区心斎橋筋に洋反物ならびに雑貨商「丹重」を開店
1877 ( 明治10 ) 年 33 歳 西南の役勃発で大阪市内の羅紗商店の在庫を買い占め、数
万円の利得を得る
1878 ( 明治11 ) 年 34 歳 第百三十国立銀行を創立し、取締役兼支配人となる（明治
13年頭取）
1884 ( 明治17 ) 年 40 歳 阪堺鉄道敷設を計画（明治19年開通）
1886 ( 明治19 ) 年 42 歳 山陽鉄道敷設計画の発起人（明治25年社長）
1887 ( 明治20 ) 年 43 歳 浪花財界有志と大阪共立銀行を設立
1893 ( 明治26 ) 年 49 歳 大阪興業銀行創設
浪花鉄道株式会社創設（32年2月関西鉄道に合併）
1894 ( 明治27 ) 年 50 歳 大阪興業銀行頭取、日本貯蓄銀行創立に参画
1895 ( 明治28 ) 年 51 歳 南海鉄道株式会社創立、取締役社長に就任
1896 ( 明治29 ) 年 52 歳 名古屋に明治銀行創立
1898 ( 明治31 ) 年 54 歳 第百三十国立銀行を株式会社百三十銀行と改称し、9月大
阪興業銀行を百三十銀行に合併
1899 ( 明治32 ) 年 55 歳 南海鉄道全線開通、取締役社長に。10月大阪銀行集会所委
員長となる
1901 ( 明治34 ) 年 57 歳 関西法律学校拡張のため評議員となり資金募集
大阪手形交換所委員長（37年6月まで）
1904 ( 明治37 ) 年 60 歳 百三十銀行休業、安田善次郎による整理(同年７月再開業)
1913 ( 大正2 ) 年 69 歳 癌腫のため死去
（年譜出所：松本翁銅像建設会『雙軒松本重太郎翁傅』大正 11 年） 
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4同行の発起人は、士族小室信夫、大阪府平民松本重太郎の他に、同平民大谷嘉
平、渋谷庄三郎、森岡忠兵衛、京都府平民村上治兵衛の 6名。出資者の方は、1882












同行の預金および貸出は順調に拡大した。開業当初 11 万 6 千円だった諸預金
は、10 年後の 1889（明治 22）年末には 85 万 5 千円と 7 倍以上、諸貸出につい







































治 32）年 10 月から 1901（明治 34）年 2 月まで、大阪銀行集会所委員長を務め
ることになった。また、1896（明治 29）年には大阪手形交換所の組織改正があ
り、第四十二国立銀行頭取田中市兵衛委員長の下、松本は三井銀行大阪支店長岩










松本重太郎が設立に参画した企業は、表 1 に示した主なものだけでも 30 を数
える。さらに、『雙軒松本重太郎翁傅』には、経営や整理に関わった会社が相当数
挙げられているから、関係した企業は、まさに枚挙にいとまのないほどの数であ





















は全 2500株（1株 100円）中 200株で、筆頭株主の藤田伝三郎 250株に次ぐも



































1893(明治 26)年 7月に出願した京都鉄道は、1895（明治 28）年 11月に免許を




阪鶴は 1893(明治 26)年 8 月に出願し、再三にわたる計画路線の変更を余儀な









資金繰りはきわめて厳しく、国有化される 1907(明治 40)年までに 5 回におよぶ
社債の発行をもって、工事及び営業資金の調達を図らざるを得なかった。


















ら 97(同 30)年まで社長を務め、以後相談役となった。また、1887（明治 17）年、
営業難に陥っていた堂島紡績所の権利を継承した。堂島紡績は当初二千錘であっ
たが、1889（明治 22）年までに一万錘、資本金 25 万円まで拡大した。1895(明
治 28)年日本紡織会社が松本の手により設立されると、同社に合併された。
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第 1 表 松本重太郎の関与した会社一覧






























































































































1857 ( 安政4 ) 年 0 歳 信州松代藩士岩下左源太の二男として出生
1859 ( 安政6 ) 年 2 歳 実父死亡、叔父章五郎の養子となるも1873年養父死亡
1874 ( 明治7 ) 年 17 歳 築地英学塾（立教大学の前身）に入学し英語を学ぶ
1876 ( 明治9 ) 年 19 歳 東京商法講習所に入り、商業学を学ぶ
1878 ( 明治11 ) 年 21 歳 三井物産本社員に、米仏の勤務を経て、1888年に退社
1889 ( 明治22 ) 年 32 歳 品川電灯会社創立。関東石材会社取締役、米穀取引所の肝煎
1891 ( 明治24 ) 年 34 歳 中上川彦次郎の勧誘で三井銀行副支配人
1897 ( 明治30 ) 年 40 歳 三井銀行退職。藤田伝三郎、磯野小右衛門らと北浜銀行創立
1903 ( 明治36 ) 年 46 歳 北浜銀行頭取
1908 ( 明治41 ) 年 51 歳 大阪より衆議院議員に当選、以後７年間政界に
箕面有馬電鉄社長




1911 ( 明治44 ) 年 54 歳 帝国商業銀行取締役
1914 ( 大正３ ) 年 57 歳 北浜銀行、大阪日々新聞による暴露記事で前後２回の取付。
日銀救済貸出、岩下の私財提供も回復ならず、頭取辞任
1915 ( 大正４ ) 年 58 歳 背任横領罪等で起訴、北銀は整理後摂陽銀行と改称、のちに
三十四銀行に合併
1924 ( 大正13 ) 年 67 歳 懲役３年の刑確定し、受刑。10ヶ月後、恩赦で出獄
出獄後、富士裾野御殿場口に不二農園を営む
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１． 生い立ち 



























































































関係者である。北浜銀行は資本金 300 万円、筆頭株主は 1790 株を保有する藤田
伝三郎で、1000 株以上保有者 2 名、500 株以上保有者 6 名など 100 株以上保有










































































を舞台に同社株の思惑買いに出た。西成鉄道の資本金は 1897（明治 30）年に 55
万円の増資をして 165万円となり、1899年までに全額払い込みが終わっていた。
同年 11月開幕の第 14議会において、私設鉄道国有法案や私設鉄道買収法案が提




























ろう、1907（明治 40）年には、公称資本金の 1000 万円への増資を決定している。
しかし、払い込みが進まず、大量の失権株を生じ、偽装払い込みを行なわざるを
得なくなった。『岩下清周傅』では、このことが北浜銀行の破綻の原因の一つとな
ったとある。払い込みは第 2 回、第 3 回と行われたが、毎回失権株を生じていた。
資金源泉は逼迫しているにもかかわらず、北浜銀行の貸出金は増加を続けた。
これは、岩下の関係会社への貸付の不良債権化とその累積の指標である。また、
















合が 7 割を占め、他店借りが 180 万円を超えてピークに達した時期である。北浜























北浜銀行の破綻直前の株主は、第 1 位には 7000 株の藤田組と大林芳五郎、次
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第 2 表 北浜銀行創設以降の岩下清周関係企業
企業名 役職名 役職就任年 備考
(銀行保険）
北浜銀行 頭取 1903 1896 年開業
帝国商業銀行 取締役 1911
万歳生命保険 取締役 1906 1905 年設立
(鉄道）
西成鉄道 社長 1904 1898 年創業
南満州鉄道 監事 1905 1906 年設立
阪神電気鉄道 取締役 1907 1899 年設立免許
箕面有馬電気軌道 取締役 1908 1906 年
阪堺電気軌道 監査役 1909 1909 年創立
広島電気軌道 取締役 1910 1910 年設立
大阪電気軌道 取締役 1910 1910 年創立
大阪電気軌道 社長 1912 1910 年創立
（電気・ガス）
営口水道電気 社長 1906 1908 年供給開始
鬼怒川水力電気 取締役 1910 1910 年設立
大阪瓦斯 監査役 1906 1897 年設立
広島瓦斯 取締役 1909 1909 年設立
（製造業）
豊田式織機 取締役 1907 1906 年設立
和泉紡績 取締役 1912 1913 年操業開始
日本醤油醸造 取締役 1907 1907 年設立
（その他）
電気信託 会長 1912 1912 年創立
日本興業 会長 1913 1913 年創立
東亜興業 取締役 1909
(出所:故岩下淸周君傳記編纂會編(1931)『岩下清周傳』、他） 
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